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市政を　　　   問う

一般質問一般質問
ズバリ  ！

弥
吉
治
一
郎

　
　
　
　
議
員

弥
吉
治
一
郎

　
　
　
　
議
員

弥
吉
治
一
郎

　
　
　
　
議
員

市
長
は
羽
犬
塚
駅
の
橋
上
化
を

勝
手
に
中
止
し
て
、良
心
の

呵
責
は
な
い
の
か

九州新幹線船小屋駅建設予定地

田
中
　
瑞
広

　
　
　
　
議
員

田
中
　
瑞
広

　
　
　
　
議
員

田
中
　
瑞
広

　
　
　
　
議
員

筑
後
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
財
政

健
全
化
計
画
に
つ
い
て
問
う

都市部での居住に関する意識調査

貝
田  

義
博

　
　
　
　
議
員

貝
田  

義
博

　
　
　
　
議
員

貝
田  

義
博

　
　
　
　
議
員

財
政
健
全
化
計
画
は
も
っ
と

　
早
く
出
せ
な
か
っ
た
も
の
か

進むゴミのステーション化

無回答
0.3％

その他
6.7％

平日も休日も
田舎で
12.1％

平日は田舎で
休日は都会で
5.7％

平日は都会で
休日は田舎で
50.2％

平日も休日も
都会で
24.9％

大都市住民に根強いマルチハビテーション志向

（出典）総務省「過疎地域におけるマルチハビテーションに
　　　関する調査」（平成13年度）
 （注） 13大都市住民に対するアンケート調査結果。

問
　「
筑
後
市
を
県
南
の
中
核

都
市
と
し
て
発
展
さ
せ
る
に
は
、

交
通
の
要
衝
・
羽
犬
塚
駅
東
西

の
開
発
が
重
要
。
こ
の
た
め
に

は
、
駅
の
橋
上
化
が
不
可
欠
・

絶
対
必
要
」
と
公
言
し
て
い
た

の
に
な
ぜ
止
め
た
の
か
。
駅
橋

上
化
の
中
止
で
中
心
市
街
地
の

活
性
化
も
見
殺
し
に
す
る
の
か
。

市
長
　
駅
の
橋
上
化
を
止
め
た

の
は
、
工
事
費
用
の
一
部
を
市

が
寄
附
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
か
ら
だ
。
寄
附
す

る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
す
ぎ
、

又
（
JR
と
の
協
議
に
）
時
間

的
に
間
に
合
わ
な
い
か
ら
だ
。

問
　
船
小
屋
駅
の
改
築
移
転
費

は
１
０
０
％
、
５
億
円
も
市
が

寄
附
す
る
の
に
、
羽
犬
塚
駅
の

橋
上
化
工
事
へ
５
千
万
円
の
寄

附
が
出
来
な
い
で
は
納
得
さ
れ

な
い
。
又
船
小
屋
駅
に
は
今
後

88
億
円
も
の
市
税
を
使
い
、

羽
犬
塚
の
開
発
は
見
殺
し
に
す

る
桑
野
市
長
に
良
心
の
呵
責
は

な
い
の
か
。

　
久
留
米
駅
も
西
側
開
発
の
た

め
橋
上
化
さ
れ
る
。「
羽
犬
塚

駅
だ
け
が
、
寄
附
で
き
な
い
・

時
間
が
な
い
」
で
は
す
ま
さ
れ

な
い
。
駅
の
橋
上
化
は
一
番
に

取
り
組
む
事
業
だ
。

建
設
部
長
　
船
小
屋
駅
を
移
設

す
る
た
め
の
５
億
円
の
寄
附
は

事
前
に
協
議
し
て
い
た
か
ら
問

題
な
い
。
羽
犬
塚
駅
へ
の
寄
附

は
間
に
合
わ
な
い
。

「
海
外
旅
行
日
当
」

の
支
給
は
止
め
る

べ
き
だ

問
　
費
用
の
全
額
を
市
が
負
担

し
て
い
る
海
外
旅
行
に
「
日
当
」

ま
で
支
給
し
て
い
る
。
モ
ン
ゴ

ル
旅
行
で
も
費
用
は
全
額
市
が

負
担
し
て
い
る
の
に
「
日
当
」

が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
止
め
る

べ
き
。

市
長
　
市
民
に
納
得
し
て
も
ら

え
る
よ
う
結
論
を
出
し
た
い
。

市
長
公
室
長
　
検
討
し
た
い
。

問
　
①
固
定
資
産
税
は
実
勢
価

格
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
、
評

価
額
は
上
が
っ
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
。
②
国
保
税
の
滞
納
額
が

増
え
て
い
る
が
、
今
後
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。
個
人
ご
と
の

歳
入
歳
出
の
チ
ェ
ッ
ク
は
さ
れ

て
い
る
か
。
③
右
肩
上
が
り
で

伸
び
て
き
た
扶
助
費
は
ど
の
よ

う
に
見
直
さ
れ
る
の
か
。
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
精
神

も
必
要
で
は
な
い
か
。
④
５
ヵ

年
計
画
で
職
員
は
何
人
削
減
さ

れ
る
の
か
。

税
務
課
長
　
固
定
資
産
の
評
価

額
は
、
国
の
指
導
に
よ
り
平
成

６
年
に
公
示
価
格
の
３
割
か
ら

７
割
と
な
り
、
現
在
徐
々
に
あ

げ
て
い
る
。
国
保
税
の
滞
納
に

つ
い
て
は
、
納
付
指
導
な
ど
強

化
し
た
い
。

市
長
　
市
営
住
宅
の
入
居
、
合

併
浄
化
槽
の
補
助
金
、
指
名
業

者
の
届
出
、
融
資
申
込
等
、
義

務
を
果
た
し
て
い
な
い
市
民
へ

の
チ
ェ
ッ
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
に
な

さ
れ
て
い
る
。

総
務
部
長
　
個
人
毎
の
歳
入
歳

出
の
チ
ェ
ッ
ク
は
、
個
人
情
報

保
護
条
例
に
よ
り
情
報
の
一
元

的
な
管
理
・
利
用
は
難
し
い
。

問
　
納
税
を
怠
っ
た
場
合
、
一

定
制
約
を
課
し
て
い
る
事
例
も

あ
る
。
滞
納
者
に
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
制
限
す
る
考
え
方
は
な
い

か
。

総
務
部
長
　
市
民
が
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
権
利
を
制
限
す
る
こ

と
は
基
本
的
に
ど
う
か
。
何
が

ゆ
る
さ
れ
る
か
今
後
検
討
す
る
。

二
地
域
居
住
者
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か

問
　
団
塊
の
世
代
が
高
齢
者
と

な
る
。
都
市
部
の
調
査
で
は

50
％
が
平
日
は
都
会
で
、
休

日
は
田
舎
で
暮
ら
し
た
い
と
望

ん
で
い
る
。
筑
後
市
で
空
家
や

放
棄
地
を
二
地
域
居
住
の
中
で

い
か
す
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

市
長
　
筑
後
市
の
持
っ
て
い
る

財
産
は
豊
か
な
郷
土
と
思
う
。

大
変
興
味
深
く
貴
重
な
提
言
と

受
け
止
め
た
い
。

問
　
市
長
は
、
合
併
が
不
可
能

に
な
っ
た
今
年
３
月
、
今
後
５

年
間
の
財
政
健
全
化
計
画
を
発

表
さ
れ
た
が
、
も
っ
と
早
く
に

出
せ
な
か
っ
た
も
の
か
。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
街
づ
く

り
を
め
ざ
す
な
ら
ば
、
当
初
か

ら
市
単
独
で
の
街
づ
く
り
の
選

択
肢
も
あ
る
は
ず
と
私
は
主
張

し
て
き
た
が
。

市
長
　
地
方
が
国
と
対
等
の
立

場
で
地
域
づ
く
り
に
責
任
を
持

つ
た
め
に
は
、
30
万
人
く
ら

い
の
規
模
が
望
ま
し
い
。
そ
れ

に
向
か
っ
て
の
合
併
を
試
み
た

が
残
念
な
が
ら
実
ら
な
か
っ
た
。

同
計
画
は
、
現
状
の
中
で
市
の

近
い
将
来
の
方
向
性
を
示
す
も

の
と
し
て
作
成
し
た
。

企
業
誘
致
は

ど
う
い
う
企
業
を
　

問
　
市
長
は
、
同
計
画
の
中
で

税
収
確
保
の
観
点
か
ら
企
業
誘

致
の
推
進
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
ど
う
い
う
企
業
を
誘
致
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
公
害
問
題
や
周
辺
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
企
業
は

困
る
。
地
元
雇
用
が
期
待
で
き

る
よ
う
な
企
業
に
き
て
欲
し
い
。

ゴ
ミ
袋
料
金
の
見
直
し

は
す
べ
き
で
は
な
い

問
　
同
計
画
の
な
か
に
、
ゴ
ミ

袋
料
金
の
見
直
し
を
お
こ
な
う

と
の
記
述
が
あ
る
が
、
市
民
は

ゴ
ミ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
や
資

源
ご
み
回
収
な
ど
で
努
力
し
て

お
り
、
安
易
に
値
上
げ
す
べ
き

で
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
　
検
討
す
る
前
提
に
は
、

市
が
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
努

力
を
い
か
に
尽
く
し
た
か
が
、

先
決
問
題
と
な
る
。

問
　
計
画
で
は
、
ゴ
ミ
袋
料
金

の
見
直
し
は
受
益
者
負
担
の
視

点
か
ら
お
こ
な
う
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
概
念
は
文
化
や
体
育

施
設
の
使
用
料
金
と
は
違
う
と

思
う
が
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長
　
ゴ
ミ
袋
は
、

全
市
民
が
利
用
す
る
も
の
で
あ

り
指
摘
の
意
味
は
よ
く
分
か
る
。

負
担
の
あ
り
方
も
含
め
環
境
対

策
審
議
会
等
で
議
論
願
い
た
い
。




